
肺静脈の周りの心筋を焼灼し、異常電気信号が侵入できないようにブロックを作成します
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アブレーションカテーテルより
二相性パルスが放出される

不可逆的電気穿孔により細胞膜が破壊される

心筋細胞は細胞死（アポトーシス）と壊死に至る

10F可変シース
左房へのカテーテル挿入

環状カテーテルからの高頻度パルス放出

Circulation. 2023;147:1422–1432より改変



心筋周囲にパルスフィールドが形成されると…

Heart Rhythm. 2019;16(7):1112-1120より改変

細胞が強い電荷の力を受ける 細胞膜に回復不可能な小さい孔が開く 細胞死が引き起こされる



パルスフィールドアブレーションの組織選択性

心筋細胞は神経細胞や平滑筋細胞と比較してより少ないエネルギーで細胞死を引き起こすことができます

Cardiovascular Innovations and Applications. 2023;8(2)より改変

平滑筋細胞

心筋細胞

神経細胞

血管内皮細胞

赤血球



エネルギーによる周辺組織への影響の違い

J Am Collage Cardiol. 2019;74(3):315-326.より改変

心筋焼灼アブレーション 冷凍凝固アブレーション パルス電場アブレーション

横隔神経損傷 横隔神経損傷

横隔神経損傷
なし

食道損傷 食道損傷 食道損傷なし

パルスフィールドアブレーションでは心臓周囲にある食道や横隔神経、肺静脈といった組織を温存しながら
標的となる心筋組織に対してのみ治療を行うことが可能です。


